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キリストのうちにわたしたちの復活の希望は輝く
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吉祥寺教会クリスマスミサ

12月24日　
17:00 / 18:30 / 20:00（国際ミサ）

12月25日　
10:30 / 18:30



 典礼の意味を理解するためには、それを聖書的な言葉である「秘義（ミステリオ
ン）」というレンズを通して見る必要があります。聖パウロはこの言葉を、イエ
ス・キリストにおいて現された、神秘的でありながら現実的な神の計画を表現す
るために使用しました。キリストの秘義とは、受肉から復活、そして昇天に至る
までの、神の救いの計画全体のことです。これは2000年前に終わった出来事では
なく、今も続き、私たち一人ひとりを包み込んでいる出来事です。
 この秘義は、まさに典礼において現存します。教会が聖体祭儀（ミサ聖祭）を執
り行うとき、それは象徴的な表現を生み出しているわけではありません。死んで
復活されたキリストは、真に現存しておられ、ご自身を御父に捧げ、私たちをご
自身の命に組み入れ、ご自身の勝利にあずからせてくださいます。これは人間的
な意味での単なる「記念」ではなく、一度だけ起こって、永遠に存在が続くこと
の現在化なのです。

　　典礼を理解する ― カトリック信仰の核心について（その２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任司祭 B. Nowak SVD

第２章　キリストの秘義：典礼の核心

   注目すべきは、典礼が三つの時間の次元を結びつけていることです。
過去：歴史の中で成し遂げられた神の御業を記念します。
現在：これらの出来事が今、ここに現存し、私たちの心の中で働きます。
未来：典礼は、天における神との究極的な出会いを予告し、そのために私たち

　　　　 を準備します。 したがって、すべてのミサ聖祭において、私たちはある
　　　　 意味で「永遠に触れている」のです。
 キリストの秘義は、信仰と秘跡を通して私たちが組み入れられる「生きた現実」
なのです。洗礼において、私たちはキリストの死と復活にあずかる者となります。
聖体において、私たちはキリストの体と血を糧とします。ゆるしの秘跡において、
私たちはキリストのいつくしみ深い愛を体験します。どの秘跡も、ご自身の教会の
中で働かれるキリストとの出会いなのです。
 それゆえ、典礼は信仰の付け足しではありません。それはキリスト者の生活の中
心です。典礼がなければ、信仰はただの理論となり、道徳は人間的な努力となり、
教会は組織となってしまいます。典礼は共同体の生活に吹き込まれた神の息吹であ
り、教会が存在するための恵みと力の源です。



「カトリック教会のカテキズム」より
1105　エピクレシス（ἐπίκλησις「その上に呼び求めること｣）といわれる祈り
　　　 は、供え物がキリストのからだと血になり、それを拝領する信者が神への生
　　　 きた供え物となるために、聖とする霊を遣わしてくださるように御父に願う
　　　 司祭の祈りです。　
1106　エピクレシスは、アナムネシスと同様に、各秘跡の祭儀、とくにエウカリス
　　　 チア（感謝の祭儀）の核心を成すものです。
     「あなたは、どうしてパンがキリストのからだ、また……ぶどう酒がキリスト
　　　 の血となるのかと質問するのですか。わたしがあなたに答えます。聖霊がく
　　　 だり、すべてのことば、すべての考えを超えることを成し遂げられるのです。
　　　 ･･･…あなたはそれが聖霊によって行われると聞いただけで満足しなさい。
　　　 それは、聖霊によって、おとめマリアを通して主自らご自分のうちに肉体を
　　　 とられたのと同じことなのです｣。　
1107　典礼において変化を行う聖霊の力は、み国の到来と救いの神秘の完成を早めま
　　　 す。聖霊はわたしたちに、待望と希望のうちに聖三位との完全な交わりを実際
　　　 に先取りさせてくださいます。教会のエピクレシスを聞き入れられる御父から
　　　 遣わされた聖霊は、ご自分を受け入れる者たちにいのちを与え、すでに今から、
　　　 彼らにとってみ国を受け継ぐ「保証｣となられます。

救いの歴史は2000年前に終わったわけではありません。教会の中で今も続いてい
ます。次回は、神が秘跡を通してどのように働き続けておられるのか、キリスト
が教会においてどのように存在しておられるのか、そしてなぜ典礼が信仰共同体
として私たちが行うすべてのことの源泉であり頂点であるのかを探ります。



七五三のお祝い

11月16日、ミサの中で七五三のお祝いと祝福が行われました。今年は7歳、5歳、

3歳とお一人ずつ祝福を受けられました。子ども達の健やかな成長を皆さん一緒に

見守っていきましょう。

墓参

11月15日、暖かな日差しのある墓参日和、府中での墓参が行われました。

お申込みは18名でしたが、当日は25名の方がご参加され、盛大に追悼ミサを

あげる事が出来ました。

追悼ミサの後に、教区の墓標、吉祥寺教会の共同墓所の前で祈りを捧げるだ

けでなく、参加者の親族等の個別のお墓を巡って祈りを捧げ、最後は地階に

ある共同墓所でも祈りを捧げました。

今回は五日市墓地には参加希望者が少なく、墓参が叶いませんでしたが、コ

ロナ禍以降、なかなか実現しなかった墓参が、府中のみではございましたが

実現でき、墓地でのミサを捧げる事ができたのは大変喜ばしい事でした。



後藤神父様納骨式
11月1日、故後藤文雄神父様の納骨式が岐阜県多治見にて執り行われました。

後藤神父様のご家族、神言会の皆様、吉祥寺教会の信徒の皆様にも見送ら

れ、滞りなく納骨された事をご報告致します。



第5回地区グループ集会

第5回地区グループ集会が開催されました。今回は、「教会組織の改正につ

いて」をテーマに主任司祭がお話しされました。

参加された信徒の皆様方からは様々なご意見をいただきました。前向きな

ご意見もたくさんありましたが、中には参加された方々の気分を害するよ

うな発言も見受けられました。

この地区集会は、信徒同士の交流の場、教会へのご意見の場としてもご活

用いただき、皆様が気持ちよくご参加いただけるようご協力のほどよろし

くお願い致します。



洗礼希望者入門式

待降節黙想会のお知らせ

11月23日、来年復活祭で洗礼の秘跡を受ける3名の方々の洗礼希望者入門

式が行われました。洗礼式に向け、より一層学びが豊かになりますように

お祈りください。

待降節の黙想会のお知らせです。今年は主任司祭による講和、共同回心式

が実施されます。どうぞ皆様、ご参加ください。



＜カトリック吉祥寺教会＞

〒180-0005 東京都武蔵野市御殿山 1-7-8

TEL 0422-44-0181/FAX 0422-44-0180

URL https://svdtokyo.jp/

＜教会維持献金振替口座 郵便振替＞

口座番号 00120-1-106084 カトリック吉祥寺教会

＜教会事務室受付時間＞

火・水・木・金曜日 10:00〜15:00

土曜日 10:00〜17:00

日曜日 9:00〜15:00

12月29日〜1月6日はお休みとなります

お知らせ　

【大掃除】

　12月6日（土）9:00〜　　

【ノベナミサ〜フィリピンコミュニティ〜】

　12月15日〜23日18:30〜小聖堂

　※18日、20、21日は日本語のミサ時間（大聖堂）

    で行いますので、日本語のミサは通常通りです。

【外国語ミサ時間変更になりました】

　※左の表でご確認ください。

【日曜学校クリスマス会（一般公開）】

　12月21日9:00ミサ終了後開始

　　　　　10:30ミサ終了後聖劇発表

【クリスマスミサ】

　12月24日17:00/18:30/20:00（国際ミサ）

　12月25日10:30/18:30

【講座の冬休み】

　12月22日〜1月19日は全講座お休みとなります。

【お掃除ボランティア募集】

　※教会内のお掃除ボランティアを募集中です。ご希

　　望の方は受付事務室までお申し出ください。

【新成人のお祝い】

　1月18日9時ミサ

✨18〜20歳の新成人の参加募集（未洗者も大歓迎）講座の時間割

ミサの時間

【吉祥寺教会公式LINE】

週に1度、主任司祭より福
音のメッセージと教会から
のお知らせが配信されま
す。是非ご登録ください。

【年末年始のお知らせ】
教会受付事務室の冬休み

12月29日〜1月6日

年末年始のミサ

12月31日（水）17:00

1月1日（木）神の母聖マリア

　　　　10:30

　　　　13:00（ベトナム語）


